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「愛
国
愛
教
」
の
中
国
ム

ス
リ
ム
回
族

高

明
潔

中
国
の
ム
ス
リ
ム
民
族

中

国

に
は
約

二
〇

〇
〇

万
人
余

り

の

ム

ス
リ

ム
が

い
る
。

ア
ル
タ
イ
語

族

ト

ル

コ
語

派

に
属

す

る
ウ

イ
グ

ル
族

、

カ

ザ

フ
族

、
キ

ル
ギ

ス
族

、
ウ
ズ

ベ
ク
族

、

タ

タ

ー

ル
族

、
サ

ラ
ー

ル
族

、
そ

し

て
、

ア

ル
タ
イ
語

族

モ
ン
ゴ

ル
語

派

に
属
す

る
ト

ン
シ

ャ

ン
族

、

ボ
ウ

ナ

ン
族

、

イ

ン
ド

・
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
語
族

イ

ラ

ン
語
派

に
属

す

る
タ
ジ

ク
族

、
漢

・
チ

ベ

ッ
ト

語

族
漢

語
派

に
属

す

る
回
族

と

い

っ
た

よ
う

に
、
数

十

の
少
数

民
族

集
団

か

ら

成

つ
て

い
る
。

中

国

で
は
宗
教

法

と

い
う

の
は
ま

だ

成

立

し

て

い
な

い
。

し

か
し
、
現

行
憲

法

三

六
条

は

「中

華

人
民
共

和
国

の
公

民

は
宗

教
信

仰

の
自
由

を

も

つ
」

と
規

定

す

る
。
前

述

の
十
数

の
民
族

の
人

口

数

は
、

イ

ス
ラ
ー

ム
教

を
信

仰

す

る
人

口

と
し

て
、

こ
れ

ま

で
に
国
家

が
定

め

た

「民
族

宗
教

」

や

「全

民
信
仰

」

と

い
う
基
準

に
し
た

が

っ
て
計
上

さ

れ
た

統

計

結
果

で
あ

る
。

一
九
五

〇
年

に
、
当
時

の
周

恩
来
首

相

は
、
全

国
政

治
協

商
会

議
第

二
回

会

議

で

「我

が

国

で
は
、
宗

教

に
は

二
種

類
あ

る
。

ひ
と

つ
は
民
族

宗
教

で
、

例

え
ば

回
教

、

ラ

マ
教

で
あ

る
。

こ
れ
ら

の
宗

教

は
民

族
問
題

と
絡

ん

で

い
る

の

で
、

そ

の
宗

教

を

尊
重

す

る

こ
と

は
、

そ

の
民

族

を

尊

重

す

る

こ

と

に
等

し

い
」

(
『
一
九

四
九

-

一
九

九
九

新
中

国

宗
教

工
作

大

事
概
覧

』
一
九
五

〇
年

部
、

六

-
七
頁

に
よ

る
)
と
述

べ

て
い
る
。

一
九

五

四
年

の

「関

於
過
去

幾
年

内

党
在

少
数

民

族
中

進
行

工
作
的

主
要

経

験
総

結

」
(過

去
数

年
内

に
党

が
少
数

民

族
の
中
で
行
っ
た
工
作
の
主
要
な
経
験

の
総
括
に
つ
い
て
)
に
は

「そ
れ
ら
民

族
全
体
が
宗
教
信
仰
を
も
つ
少
数
民
族

(例
え
ば
、
回
、
チ
ベ
ッ
ト
、
ウ
イ
グ
ル

な
ど
の
民
族
)
中
の

(共
産
)
党
員
に

対
し
て
、
宗
教
儀
式
や
生
活
習
慣
面
に

お
い
て
本
民
族
の
大
多
数
の
民
衆
に
脱

離
し
な
い
よ
う
に
努
め
る
こ
と
」
(コ

九
四
九
ー

一
九
九
九
新
中
国
民
族
工
作

大
事
概
覧
』

一
九
五
四
年
部
、

一
五
三

頁
に
よ
る
)
と
規
定
し
て
い
る
。

一
九
八
二
年
の

「関
於
我
国
社
会
主

義
時
期
宗
教
問
題
的
基
本
観
点
和
基
本

政
策
」
(我
が
国
社
会
主
義
時
期
の
宗
教

問
題

の
基
本
的
観
点
と
政
策
に
つ
い

て
)
に
お
い
て
、
「我
が
党
は
す
で
に
何

度
も
は
っ
き
り
と
規
定
し
て
い
る
。
共

産
党
員
は
宗
教
を
信
ず
る
こ
と
は
で
き

な
い
、
宗
教
活
動
に
参
加
し
て
は
な
ら

ず
、
長
期
に
わ
た
っ
て
も

(宗
教
信
仰

を
)
放
棄
し
な

い
党
員
に
は
、
離
党
勧

告
を
す
る
。
こ
の
規
定
は
全
く
正
確
で

あ
り
、
全
党
に
と
っ
て
す
れ
ば
、
今
後

も
引
き
続
い
て
貫
徹
し
て
執
行
す
べ
き
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あ

る
。

現
在

の
問
題

は
、

こ
う

し
た
基

本

事
項

は
、
全

民
信

教

の
少
数

民
族

に

対

し

て
、

こ

の
規
定

を
執

行

す

る
場
合

は
、
実

際

の
情

況

に
照

ら
し

て
、
適

当

な

方
式

を
採

用

し
、
単
純

な

や
り
方

を

し

な

い
」

(
『
一
九

四
九

-

一
九

九
九

新

中

国
宗

教

工
作

大
事

概
覧

』

一
九

八

二

年
部

、

三
〇

三
頁

に
よ

る
)

と
述

べ
て

い
る
。
こ
の
よ

う
な

「
民
族
宗

教
」

や

「全

民
信

仰

」

と

い
う

現
実

か
ら
定

め

ら
れ

た
基

準

に

よ

っ
て
、

一
般

に

は
、

こ
れ

ら

十

数

の
民

族

集

団

の
成

員

に

対

し

て
、
誰

が

ム

ス
リ

ム

で
あ

る

か
否

か
と

い

っ
た

区
別

は
し

な

い
。

す

な

わ

ち
、

こ
れ

ら
十
数

の
民
族

集
団

は
、
宗

教

集

団

を
構
成

す

る
諸
要
素

の
中

の

一
つ
の

「自

然

集

団

(家

族

・
村

落

・
民

族

)
」

と

し

て
、
中

国

の
ム

ス
リ
ム
集

団

を
構

成

す

る
に
至

っ
た
。

タ

イ
ト

ル
と
し

た

「愛

国
愛
教

」

と

い
う
表

現

は
、
中

国

ム
ス
リ

ム
人

口

の

約
半

分

を
占

め

る
回
族

ム

ス
リ
ム

(九

八

一
万

六
八
〇

五
人

、

二
〇
〇
〇

年

の

統
計

資
料

に
依

拠
)

が
使

用

し

て

い
る

用
語

で
あ

る
。

こ
の

「愛

国
愛

教
」

は

回
族

ム

ス
リ

ム

の
理
念

を
表

し

て

い
る

の
み
な

ら
ず
、

こ
れ

ま

で

の
回

族

と
中

国

の
関
係

を

も
的

確

に
反

映

し

て
い

る

と

い
え

る
だ

ろ
う
。

イ

ス
ラ
ー

ム
教

の
も

と
に

生

み
出

さ

れ
た

"
愛

国
愛
教

"

「愛

国

愛

教

」

の

「国

」

は

中

国

、

「教

」
は
イ

ス
ラ
ー

ム

の
こ
と
を
指

す
。

こ
の
表

現

は
、
「
こ
れ
汝

ら
、
信
徒

の
も

の
ア

ッ
ラ
ー

の
お
言

い

つ
け
を

よ
く
守

り
、

ま

た

こ

の
信

徒

(
マ
ホ

メ

ッ
ト

)

と
、

そ
れ

か
ら
汝

ら

の
中

で
特

に
権
威

あ

る
地

位

に
あ

る
人

々

の
言

い

つ
け

を

よ

く

守

る

の
だ

ぞ
」

『
ク

ル

ー

ア

ン
』

(
四

"五

九
)

の
教

え
、

お

よ
び

「愛

国

は
信
仰

に
属

す
も

の
で
あ

る
」
と

い
う

マ
ホ

メ

ッ
ト

の
語

り

に
由

来

と
さ

れ

て

い
る
。
回
族

の
ル
ー

ツ
は
、
七

世
紀

ご

ろ

ア

ラ
ビ

ア
や

ペ

ル

シ

ア
か

ら
唐

(中

国

)

に
や

っ
て
き
た

「
胡

人
」

や

「蕃

客

」

と
呼

ば
れ

た

ム

ス
リ

ム

に
ま

で
遡

る
。

一
〇
世

紀

以
降

の

「土

生
蕃

客
」
や

「五

世

蕃

客

」
、

=

二
世

紀

ご

ろ

の

「色

目

人

」
と

「回

回
」
や

「回

人
」
、

一
五
世

紀

以
降

の

「漢
語
系

の
回
回
」
、

一
七

世

紀

か

ら
中
華

民
族
時

代

に

「
回
民
」

と

呼

ば

れ
た

イ

ス
ラ
ー

ム
を
信
仰

す

る

ム

ス
リ

ム
集

団

で
あ

る
。
中

華
人

民
共

和

国
時

代

に
な

る
と
、

こ

の
漢
語

系

ム

ス

リ

ム
集

団
が

民
族
平

等

と
宗
教
信

仰

の

自

由

が

あ

る
と

し

た
政

策

の
も

と

に
、

つ
い
に
独

自

の
民
族
集

団

で
あ
る

「回

族
」
(回

回
民
族

と

も

い
う
)
と
し

て
認

知

さ
れ
、

そ

の
宗
教
信

仰

も
法
律

上

保

護

さ
れ

る
よ

う

に
な

っ
た

。

外
来

文

明

や
宗
教
信

仰

を
も

っ
て

い

た
回
族

は
、
中

国
社
会

や
文

化

に
溶

け

込

み

つ

つ
も
、
自

ら

の
固
有

文
化

を
育

み

な

が
ら

、
中

国

の
文
化

と
融

合

し

、

中

国

の
歴
史

や
文

化
、

国
際

交
流

活
動

に
対

し
、
多

大

な
貢
献

を

し
た
。

例

え

ば

、
元

代

で

は
、

元
朝

に
仕

え
た

ア
ラ

ビ

ア
出

身

の

ム
ス
リ

ム
天
文

学
者

ジ

ャ

マ
ル
デ

ン
は
、
北
京

で
七

種
類

の
天
文

268



天 南 地 北

rクルーアン」の中国語とアラビア話の対
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観
察

器
械

や

「万
年

暦

」

を
創

っ
た
。

ア

ラ

ビ

ア
出

身

の

ム

ス
リ

ム

で
あ

る

イ

ェ
ヒ
デ

ル
は
、

元
朝

の
大

都

(今

日

の
北

京

)
を
建

設

す

る
た

め

の
設

計

や

建
築

プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
を

指
揮

し

た
。

ま

た

、
明
代

で
は
、

ム
ス
リ

ム
出
身

の
回

族

で
あ

る
鄭

和

は
、
計

七

回

に
及

ぶ
東

南

ア
ジ

ア
、

イ

ン
ド

半
島

、

ア

ラ
ブ

、

東

ア

フ
リ

カ

の
三
〇
余

り

の
国

へ
の
南

海
遠

征

、
そ

し

て
、

そ
れ

に

よ

っ
て
古

代
中

国

と
各

国
間

の
経

済

・
文
化

の
交

流

を
促
進

し
た

の

で
あ

る
。

近

代

に

お

い
て
も
、

回
族

は
中

国

の

文
化

・
思
想

界

に
大

き

い
な
影
響

を

与

え

た
。
例

え

ば
、
ユ
ー
ゴ

ー
や

ロ

マ
ン
・

ロ
ラ

ン
、

ス
タ

ン
ダ

ー

ル
な

ど

の
著

作

を

、
最
初

に
中

国
語

に
翻

訳

し

て
、

中

国

に
紹

介

し
た

の
は
回
族

出
身

の
馬

宗

融

で
あ

っ
た
。

一
九

三
五

年

に

エ
ジ
プ

ト

で
出

版

さ
れ

た

ア
ラ

ビ

ア
語

版

『
論

語

』

は
、
当

時

エ
ズ

ハ
ー

ル
大
学

に
留

学

し

て

い
た
回

族
出

身

の
馬

堅

(故

北

京

大
学

名
誉

教

授

・
イ

ス
ラ
ー

ム
哲

学

研
究

者

)

で
あ

っ
た
。

馬
堅

教
授

が
訳

し
た

ア
ラ
ビ

ア
語

版

『
論
語

』

は
、

ア

ラ
ブ
世

界
と
中

国

と

の
相
互

理
解

と

い

う

分
野

に
あ

っ
て
、
重

要

な
業
績

と

い

え

る

で
あ

ろ
う
。

回
族

の
祖
先

が
漢
語

(中

国
語

)

を

使

い
始

め
、

そ

れ
が
定

着

し
た

の
は

一

五

世

紀

の
頃

で
あ

っ
た
。

明
代

初

期

、

回

族

の
祖
先

で
あ

っ
た

「胡
人

」
や

「色

目
人

」

と

い

っ
た

ム

ス

リ

ム
集

団

は
、

明

の
太

祖

の
詔

に

よ
る
胡

服
胡

語
胡

姓

の
す

べ

て

の
禁

止
と

い
う

「漢
化

政
策

」

に
直
面

し
、

ア
ラ

ビ

ア
語

や

ペ
ル
シ

ア

語

と
漢

語

を
交

え

て
、

イ

ス
ラ
ー

ム
教

典

を
書

き
写

す

試

み
を

行

っ
た
。

明
末

清
初

に
な

る
と

、
漢
語

を
使

い

こ
な

し
、

当
時

「
回
民

」

と
呼

ば

れ
た

ム

ス
リ

ム

の
知

識
人

が
、

イ

ス
ラ
ー

ム

の
真

諦

を

「東

土
」

す
な

わ
ち
中

国

に

伝

え
た
。

イ

ス
ラ
ー

ム
な

ら
び

に

ム
ス

リ

ム

に
対

す

る
誤
解

、

純
化

と

い
う

目

標

の
も

と
、
中

国
本

土

の
現
実

に
照

ら

し

て
、
儒

学

を
中

心

と

し
た
仏
教

、
道

教

な

ど

の
中

国

古

典

思

想

を

も

っ
て
、

イ

ス
ラ
ー

ム

に
対

す

る
解

釈

を
試

み
始
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め
た
。

イ

ス

ラ
ー

ム
を

「清

め

か

つ
真

実
的

H
清
真

教

」
と

し
、

ア
ラ

ビ

ア
語

や

ペ
ル

シ
ア
語

の
イ

ス
ラ
ー

ム
原
典

を

漢
語

に
翻
訳

し

、
解
釈

し

た
教
典

や
著

作

が
相

次

い
で
現
れ

た
。
現

在
ま

で
に

至

っ
て
、

い
ず

れ

の
著

作

も
中
国

イ

ス

ラ
ー

ム

の
名
著

と
認
知

さ

れ
、

そ

の
中

に
あ

っ
て
、

特

に
次

の
著
作

が
取

り
上

げ

ら

れ

て

い
る
。

『
正
教

真
全

』

(イ

ス
ラ
ー
ム
真
諦

)

回
族

学
者

の
王
岱

興

(
一
五
七
〇

ー

一
六
六

〇
)

が

明
崇
禎

一
五

年

(
一
六

四
二
年

)
に
完
成

し
、
出

版

し
た
著
作

。

イ

ス

ラ
ー

ム

を

「真

実

で

(正

し

い
)

永

遠

に
偏

れ
な

い
宗
教

」

(真

久
不

偏
)

の

「正

し

い
宗
教

」

と
し
、

そ

の
教

理

を
正
確

に
詳

細

に
解
釈

し
た
著

作

と
認

め
ら

れ
る
。

民

国
時
代

に
は
、
王
岱

興

の

『
清
真

大
学

』
『希

真
正
答

』
と
合

わ

せ

て
再

版

さ
れ

、
さ

ら

に

一
九
八
七

年

寧
夏

人

民
出

版
社

に
新

た
な
標

点
版

が

出

版

さ
れ

る

に
至

っ
た
。

『
清
真

指
南

』

(イ

ス
ラ
ー

ム
案
内

)

清

代

の
著

名

な
回
族

学
者

で
あ

る
馬

注

(
一
六

四
〇

1

一
七

一
一
)

の
著

作

で
あ

る
。
イ

ス

ラ
ー

ム

の
教

義
や
教

理

、

哲
学

や
道

徳

、
礼

儀

と
規
定

を
全
面

的

に
解

明

す

る
名

作

と

さ
れ

る
。
馬

注

の

解

釈

に
よ

っ
て
、

イ

ス
ラ

ー
ム
が

も

つ

神

秘

主

義

的

な

色

彩

、

お

よ

び

イ

ス

ラ

ー

ム
と
儒
学

と

の
関

連

に

つ
い
て
明

ら

か

に
し
た
。

他

の
著

作

よ
り
中

国

ム

ス
リ

ム
に
愛
読

さ
れ

て

い
る
と

い
う
。

『天

方
性

理

』

回
族

学

者
劉

智

(
一
六
六

二
?
)

の

中

国

語

で
イ

ス

ラ
ー

ム
哲

学

を
解
釈

し

た
、
最

も
代

表

的

な
著
作

で
あ
る
。
「天

方

」

は
明

代

の
文
献

に
お
け

る
メ

ッ
カ

や

ア

ラ

ビ

ア

地

域

を
示

す

用
語

で

あ

る
。
劉

智

は

イ

ス
ラ
ー

ム
と
儒

学

の
も

つ
二
種

類

の
理

性
学

(人

の
牲
命

と

天

理

・
人

性

の
原

理
)

の

一
致
性

に
対

す

る
説

明
を
重

点

に
し

て
、

イ

ス
ラ
ー

ム

に
あ

る

「天

人
牲

命

」
と

い
う
学

問
を

、

中

国
哲

学

の
分

野

に
打

ち
立

て
た
。
「本

経

」

と

「
図
伝

」
と

い
う
二
部

に
わ

け

て
、
「本

経

」
に
は
漢

語
と

ア
ラ
ビ

ア
語

を
用

い
た
注

釈

が
あ

る
。

『天

方

典
礼

』

著
者

は
劉
智

。

イ

ス
ラ

ー
ム

の
由

来

や
構
成

と

特
徴

、

イ

ス
ラ

ー
ム
が
崇

拝

す

る
ア

ッ
ラ
ー

に

つ
い
て
説

明
し

、
「信

仰

告
白

」

が

ア

ッ
ラ
ー

を
理
解

す

る
プ

ロ
セ
ス

で
あ

る
と

し

て
、

そ

こ

に
重

点

を

お

い
て
解

説

し

た
著
作

で
あ
る
。

そ

の

一
部

が
教

材

と

し

て
、

現
在

中
国
各

地

の
イ

ス
ラ

ー

ム
経

学
院

に
使

わ

れ

て

い
る
。
『
天
方

至

聖
実

録
』

「至
聖

」
は

マ
ホ

メ

ッ
ト

を
指

す
。
劉

智

が

ペ

ル
シ

ア
語

の
原

著

を

テ
キ

ス
ト

と

し

て
、

ア

ラ
ビ

ア
語

の
資

料

を
参
考

と

し

て
、
中

国

の
編
年

体
裁

の
記

述
方

法

を
用

い
て
ま

と
め

た
、

マ
ホ

メ

ッ
ト

の
伝

記

で
あ

る
。

本
書

は
民

国
初

期

に

中
国

に
滞

在

し

て

い
た
英

国

の
キ
リ

ス

ト
伝

教

師

に

よ

っ
て
英

文

に
訳

さ

れ

、

ロ

ン
ト

ン
や

ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク
、
上

海

で

出

版

さ
れ

た
。

そ

の
後
、

ロ
シ
ア
語

や

フ
ラ

ン
ス
語

、
日
本

語

の
翻
訳

版

も
出

版

さ

れ
た

。

こ
う
し

た

一
五
世

紀
以

降

の

「漢

化
」
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と

い
う
背

景

に

し

て
、
回
族

の
祖
先

は
、

イ

ス
ラ
ー

ム
を

「東

土

」

に
紹

介

し
た

だ
け

で
な

く

、

い
わ

ゆ
る

「中

国

的

イ

ス
ラ
ー

ム
」

の
基
礎

を

も
築

い
た

。

こ

の
よ
う
な

プ

ロ
セ

ス
に
お

い
て
、

回
族

の
中

に

は
官
吏

選
抜

の
た

め
に
設

け

ら

れ
た
科

挙

に
専

念

し
、

そ
れ

に
及

第

し

て
、
朝

廷

の
官

僚

と
な

り
、

「士
大

夫

」

や

「郷

紳

」
と
な

る
と

い

っ
た

こ
と
も

、

徐

々
に
増

え

て

い

っ
た

。

イ

ス
ラ
ー

ム
が

、
中

国
的

に

シ

ン
ク

レ
テ

ィ
ク
的

に
解
釈

さ

れ

る

こ
と

、
唯

一
の
神

ア

ッ
ラ
ー

に
対

す

る
崇

拝

と
天

子

(皇
帝

)

に
対

す

る
忠

実

と

い
う
中

国

イ

ス
ラ
ー

ム

の
様

相

に

つ
い
て
、
前

述

の
馬
注

の

『
清
真

指
南

』

に

は
、

以

下

の
よ

う

に
記
さ

れ

て

い
る

(馬

注
著

、

余
振

貴
標

点

『
清
真

指

南
』
寧

夏

人

民

出

版
社
、

一
九

八

八
年

に

よ
る
)
。

「天

の
子

(皇

帝
)
、
民

の
父

(皇

帝

)

は

ア

ッ
ラ
ー

(真
主

)
の
本
来

の
姿

で
、

(民

の
)
痛

痒

の
由

来

に
関

わ

る
」
(
"
天

之
子
、

民
之

父
、
真

主

之
真

影
、

痛
痒

之
所
由
関

也

"
)
。
ま
た

、
「天

は

一
時

で

も
日

な
く

て
は

な
ら
ず

、
国

は

一
日

で

も
君
な

く

て
は

な
ら
な

い
。

天
下

は
国

家

な

の

で
、
第

一
義

的
存

在

で
あ

る
。

君

と
臣

は

父

子

の

よ

う

な

も

の

な

の

で
、

そ

れ

も
第

一
義
的

存

在

で
あ

る
」

(
「天
不
可

一
時
無

日
、

国
不

可

一
日
無

君

。
天
下

也

、
家

国
也

、

一
也
。

君

臣

也

、

父

子
也

、

一
也

。
」

『
清

真

指

南

』

巻

五

"
忠
孝

"

二

一
四
頁
)
。

「
こ

の
た

め
、
ア

ッ
ラ
ー

は

曰
く
、
"
両

親

に
従

い
親

孝
行

す

べ
き

、
た

と
え

両

親

は
ム

ス
リ

ム
で

は
な
く

、
真

主

を
信

じ
な

く
と

も
、
孝

行

を
し

な

け
れ
ば

な

ら
な

い
"
」

(
「故
真

主

喩
云

、

"
順

二
親

着

、
総

二
親

是
個

外
道

、

的
実

我
的

恕

在

那

"
」

『
清
真

指

南

』

巻

五

"
忠

孝

"

一
二

七

頁

)
。

こ

の
馬
注

が
解

釈

し
た

「真

主

」
と

「君
主

」
双
方

に
忠
実

で
あ

れ

と

い
う
思

想
、
す
な

わ
ち

、
ム

ス
リ
ム

に
と

っ
て
、

そ

れ
ら
双
方

に
忠
実

で
あ

る
と
す

る

こ

と

は
矛
盾

し
な

い
と

い
う
観
念

を
も

と

に
し

て
、

現
中

国

イ

ス
ラ
ー

ム
教

協
会

副
協

会
長

の
余

振
貴

教
授

は
、

そ
れ

が

「
二
元

忠
貞

」

(
二
元
忠

実
)

と
定

義

す

る

に
至

っ
た
。

一
九

〇
六

年

に
北
京

で
創

刊

さ

れ
た

『
正
宗
愛

国
報

』
は
、
近

代

に

お
け

る
回

民

の

「愛
国

」

を
、

は

っ
き
り

と
表

明

し

て

い
た
。

同
年

、

日
本

に
留

学

し

て

い
た

回
族
留

学

生

の
組

織

で
あ

っ
た
留

日
清
真

会

が
、
『
醒

回
篇
』
の
創

刊
号

を

発
行

し
た
。
「第

一
に
、
救

国

の
た

め

に

結
集

、
団
結

し
…

…
、
第

二
に
中

国

の

イ

ス
ラ

ー
ム
を

改
革

す

る
」

と

い

っ
た

よ
う

に
、

ま
ず

「救

国

」
と

い
う

主
張

が

優
先

し

て
表

明

さ

れ

た
。

そ

の
後

、

そ

の
メ

ン
バ
ー

の
多

く

が
帰

国
し

、
辛

亥
革

命

に
参
加

し
、
民

国
革
命

の
成
功

に
大
き

な
役
割

を

果
た

し

た
。

一
九

三
五
年

に

エ
ジ
プ

ト

の
カ
イ

ロ

で
出
版

さ
れ

た

ア
ラ

ビ

ア
語

版

の

『論

語

』

の
前

書

き

に
は
、

前
記

の
馬

堅
教

授

の

「私

は
中

国

人

で
あ

り
、

ム

ス
リ

ム

で
も
あ

る
。
私

は
二
重
的

な
義

務

を

負

っ
て

い
る
。

つ
ま

り
、

公
民
的

な

義

務

と
宗

教
的

な

義
務

で
あ

り
、

私

は
自

ら

の
最

大

限

の
努

力

を
尽

く

し
、
中

国

zit



天 南 地 北

語

が
分

か
ら
な

い
、

そ

の
他

の
国

の
人

民
を

助

け

て
、

中

国

の
哲

学

と
文
学

を

理
解

さ

せ
る

べ
く
、
同
様

に
、
イ

ス
ラ
ー

ム
教

の
経

典

と
著
作

を
中

国

に
紹
介

し

て
、
宗

教
内

外

の
同
胞

が

、
皆

イ

ス
ラ
ー

ム

の
真

諦

を
理

解

で
き

る
よ

う

に
、

自

ら

の
最

大

限

の
努

力

を
尽

く

す

べ
く
」

(李

振

中
著

『
学

者

的
追

求

馬
堅

傳

』

寧

夏

人
民

出
版

社
、

二
〇

〇

〇
年
、

六

八

-
六
九
頁

に
よ

る
)

と

い

っ
た
翻

訳

の
動

機

が
記

さ
れ

て

い
る
。

こ

の
馬

堅

が
述

べ
た
、

中

国

ム
ス
リ

ム
回
族

の

「
二
重
的

な
義

務
」

と
明
清

時

代

の
馬

注
が
解

釈

し

た
回

回

の

「二

元
忠
貞

」

は
、

現
在

の
回

族

ム

ス
リ
ム

が
掲
げ

る

「愛

国
愛
教

」

と
共

通
す

る

も

の
と

い
え

る

で
あ

ろ
う

。

一
九

一
二
年

、
北
京

に
中
国

回
教
倶

進

会

が
設

立
さ

れ
た
。

こ
れ

は
中

国
初

の
回
族

ム

ス
リ

ム
全

国

組

織

で
あ

り

、

そ

の
主

張

は

「教

育

を
振

興

し
、
団
結

を
固

め
、
回

族

と
漢

族

の
友

好
」
で
あ

っ

た
。

こ
の
四
〇
年

後
、

一
九
五

三
年

に

設

立

さ
れ

た

中

国
伊

斯

蘭
教

協

会

は
、

『中

国
伊

斯
蘭

教

協
会

簡
章

』
を
公
布

し

た

。

そ

の
第

一
条

は

「本

会

を
中
国

伊

斯
蘭

教
協

会

と

い
う
名

称

と

す
る
」

と

し
、
第

二
条

で

は

「本

会

の
主

旨

は
、

人

民
政
府

に
協

力

し

、
宗
教

信
仰

自
由

の
政

策

を
実
施

し
、

イ

ス
ラ

ー
ム

の
優

れ

た
伝
統

を
向

上

さ

せ
、
祖

国

を
大
切

に
守

り

、
世

界
平

和

を
保
護

す

る

こ
と

で
あ

る
」

と
規

定

し

た
。

こ
の
規

定

は

中

国

ム

ス
リ
ム

に
引

き
継

が
れ

て
現
在

に
至

っ
て

い
る
。

ム

ス
リ

ム
と

し

て
の
回

族
と

中
国

「愛

国
愛

教

」

の
も

う

一
つ
の
側

面
、

す
な

わ

ち

「愛

教

」
と

い
う

様
相

に

つ

い
て
述

べ

る
。

回

族

の
成

立
史

か

ら
、

そ

の
社
会

・

文

化

に
体

現

さ

れ

て

い
る

一
定

の
精

神

・
社
会
的

空

間

の
位
相

を

異

に
し

て

い
る
現
実

を

み

て
み

る
と
、
す

な

わ
ち
、

中

国

に
と

っ
て
外

来

宗
教

共

同
体

の
構

成

員

で
あ

る
回
族

は
、
漢

語

を
用

い
る

こ
と

は
、

必
ず

し
も

彼

ら
が

イ

ス
ラ
ー

ム
と

い
う
信

仰

を
放
棄

し
た

こ
と

と
は

結
び

つ
か
な

い
と

い
え

る
。
こ
の
た
め
、

彼

ら

は
イ

ス
ラ
ー

ム
と

い
う
信

仰

を
放

棄

し
な

い
限

り

で
は
、

明
朝

以
来

、
儒

学

を
中
心

と

し
た
中

国
歴

代

の
政
治

理

念

や
主
体

文
化

と

の
間

で

は
、
平
穏

無

事

の
状
態

を
保

っ
た
と

も

い
え
な

い
で

あ

ろ
う
。

一
五
世
紀

の
回
回

に
対

す

る

「漢

化

措

置

」
、
回

回

側

が

取

っ
た

「経

堂

教

育

」

と

い

っ
た

反
応

、

一
八
世
紀

か
ら

一
九
世

紀
末

に
お
け

る
清
朝

の

「回

民

抑

圧
策

」

の
も

と

で

の
、
各

地

の
回

民

反
乱

と

そ

の
反
乱

に
対

す

る
清
朝

の
残

虐
的

な

鎮
圧

、

「回
教

を
信
ず

る
漢
族

」

と

し

て
位

置

づ

け

ら

れ

民

国

時

代

の

「辱

教
事

件
」

(
ム

ス
リ
ム

を
侮
辱

す

る

事
件

)
、
お

よ
び

そ
れ

に
対

す
る
回

族
側

の
反

発

な
ど

が
歴
史

に
記
録

さ
れ

て
い

る
。中

華
人

民
共

和
国

時
代

で
は
、

回
族

が
独
自

な
民
族

集
団

と

し

て
認

定

さ
れ

た

の
も
、

そ

の
社
会

や
文

化

の
根
底

に

あ

る
イ

ス

ラ

ー

ム

に

よ

る

も

の

で
あ

る
。

現
代
中

国

に
は

マ
ル
ク

ス

・
レ
ー
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ニ
ン
主

義

や
毛

沢
東

の
革

命

思
想
、

階

級

論

の
よ

う
な
共

産
主
義

的

な
国
家

的

イ

デ

オ

ロ
ギ

ー
も
あ

れ
ば

、
漢

民
族

を

も
含

む
各

民
族

の
固
有

の
価

値
観

に

つ

い

て
、

つ
ま
り

は
、
宗
教

的

イ
デ

オ

ロ

ギ

ー
も

存
在

す

る
。

こ

の
二

つ
の
イ
デ

オ

ロ
ギ

ー

の
も

と
に
生

み
出

さ
れ

た
ダ

ブ

ル
ス
タ

ン
ダ

ー
ド

は
、

つ
ね

に
民

衆

の
思
想

を

混
乱

さ
せ
た

り
、
両

者
間

の

衝
突

を
引

き
起

こ
し
た

り
し

た
。
回

族

の
例

を
見

て

み
る
と
、

一
九

五
八
年

に

西
北

地

域

の
回
族
社

会

で

「土

地
改
革

」

を
行

う
際

、

ム
ス
リ

ム
に
と

っ
て
の
共

同

財
産

で
あ

る
モ

ス
ク

の
財
産

を
分

割

し
よ

う
と

い
う
改
革

に
対

す

る
回
族

側

の
反

乱

と

そ

の
反

乱

に
対

す

る
弾

圧

、

一
九
七

五
年

雲
南
省

沙
旬

村

の
回
族

の

村

民

と
毛

沢
東

思
想

宣
伝

隊

と

の
間

に

起

こ
し
た

「沙
旬
事

件
」

の
よ
う
な

出

来

事

も
あ

っ
た
。

現
在

、

回
族

は
、
中
国

人

と
し

て

の

祖

国

に

お
け

る
政

治

社

会

生

活

を

除

き
、

ム
ス
リ

ム
と

し

て
イ

ス
ラ
ー

ム

の

基

本

で
あ

る

「六

つ
の
信

仰

・
五

つ
の

義
務

」

を
維
持

し

て

い
る
。
仕

事

な
ど

に
追

わ

れ

て
暇

の
な

い
回
族

は
、
特

に

若

い
世

代

や
中

年
層

の
場
合

、

五

つ
の

義
務

〔信

仰
告

白
、

一
日
五
回

の
礼
拝

(金

曜

日

に
は
集
合

礼
拝

)
、

ラ

マ
ダ

ー

ン
月

の
断

食

、

喜
捨

、

メ

ッ
カ
巡

礼

〕

の
中

に
規
定

さ
れ

て

い
る

コ

日
五

回

の
礼

拝

」

な
ど
を
実

行

で
き

な

い

の
が

現
実

で
あ

る
。

し
か
し
、

少
数

で
は
あ

る
が
、

筆
者

に
対

し

「
現
在

は
、
礼

拝

の
時

間

は
な

い
が
、

定
年

後

に

は
、
す

で
に
定

年

し

て
い
る
両
親

た

ち

の
よ
う

に
、
恐

ら
く
毎

日

モ
ス
ク

に
通

い
た

い

......」

と
話

し

て
く
れ

た

の
は
、

聞
き

取

る
対

象

の
全
員

で
あ

っ
た
。

ま

た
、

回
族

で
あ
れ
ば

、
男

女

間

わ

ず

、

生
後

、

ま

ず

教
長

か
ら

「経

名

」

と

呼

ば

れ

る

「宗

教
名

」

を
授

か

り
、

学
校

に
入
学

す

る
際

に
は
、
「大
名

」
と

呼

ぶ
漢

族

と
同
様

な
名
前

を

つ
け

る

こ

と

、
回
族

同

志

の
結

婚

お
よ
び

結
婚

式

、

メ

ッ
カ
巡
礼

(
バ
ッ
ジ
)
、
葬

式

か
ら

、

「
豚
肉

を
食

べ
る

こ
と

の
禁
止

」
に
至

る

ま

で
、

実
際

に
、

そ

の
生
活

の
す

べ
て

削

》

「愛国愛教」はイスラームのムス リムに対する忠告である
モ ス ク

雲南省順城清真寺にかけられている 「愛国愛教」の扁額
(林芸 『聖潔的心旅』雲南教育出版社、1995年)
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寧夏回族自治区西吉県の
回族の農家にかけられている

「追求和平」の書画

(2004年9月 筆者撮影)

は
、
彼

ら

に
と

っ
て
の

「法

則
」
、
す
な

わ

ち
イ

ス
ラ
ー

ム

に
従

う

も

の
に
ほ

か

な
ら

な

い
。
回
族

の
文

化

は

イ

ス
ラ
ー

ム
的
宗

教
文

化
体

系

に
則

る

も

の
と

い

え

る
。

回
族

が
、
最

も
集

ま

っ
て
い

る
寧

夏

回
族
自

治

区
を

は
じ

め
と

し

て
、
回

族

が
集
中

し
て

い
る
各
地

域

で
は
、
都
市

、

郊
外

、
農
村

お
よ
び

そ

の
規

模

に
関

わ

ら
ず

、
回
族

独
自

の

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
が

形
成

さ
れ
、

な

か

に
は

モ

ス
ク
を
設

け

て
い
る
。
寧

夏

回
族

の
村

で

は
、
回

族

ム

ス
リ

ム
同
士

が

モ

ス
ク
を
中

心
と

し

た
相
互

扶
助

の
生

活

を
送

っ
て

い
る

の

が
特
徴

的

で
あ

る
。

い
ず

れ

の
回
族

の

農

家

に

お

い
て
も
、
室

内

の
西

の
壁

に

は
、
刺

繍

で
描

か
れ

た

「
天
房
」

と

呼

ば

れ

る

メ

ッ
カ

の

「聖

殿

1ー

カ

ー

バ
」

(a
l-k
a
'b
a
)

S
織
物

が
掛

け

ら
れ

、

そ

れ

に
向

か

っ
て
礼
拝

を
す

る

こ
と
も

日

常

的

で
あ

る
。

イ

ス
ラ
ー

ム

に
従

っ
て

「中
国

工
商

銀
行
伊

斯
蘭

分
行

」

(中

国

工
商

銀

行

イ

ス
ラ
ー

ム
無

利

子

銀

行

)

で
さ
え
も
、

寧
夏

の
呉

忠
市

に
設

置

さ

れ

て

い
る
。

「愛

国
愛
教

」
を
奉
ず

る
回

族

は
、
イ

ス
ラ
ー

ム
地

域

や
国

と

の
友

好
交
流

を

頻

繁

に
行

っ
て

い
る
。

ま
た

、

一
九

九

一
年

の
湾
岸

戦
争

の
際

に

は
、
西
北

奥

地

の
回

族

ム

ス
リ
ム

は
、
「決
死

隊

を
結

成

し

て
、

イ
ラ

ク
支

援

に
行

こ
う
」

と

い
う
動

き
も

あ

っ
た
。

二
〇
〇

四
年

現

在

、
む

ろ
ん
中

東
情

勢

に
も
強

く
関

心

を
払

っ
て
い

る
。
中

東

情

勢

に
対

し
、

「
ど

の
宗

教

で
も
平

和

を
求

め

る
聖

的

な
存

在

な

の
で
、
宗

教

の
間

で
は
衝

突

は
な

い
、

ム

ス
リ

ム

は
平

和

し
か
望

ま

な

い
…

…
」

と
話

す

の
で
あ

る
。
奥

地

で
質

素

な
生
活

を
送

っ
て

い
る
、
あ

る

回
族

の
農

家

の
居
間

の
壁

に
貼

っ
て
あ

る

「追

求

和

平

」

(平

和

を
追

い
求

め

る
)

と

い

っ
た

書
画

が
と

て
も
印

象

的

で
あ

っ
た
。

「愛

国
愛

教
」
と

い
う
主
張

も

、
回

族

ム

ス
リ

ム
が
、

中
国

か
ら
切

り
離

れ

て

「愛
教

」

を
語

る

こ
と
か
ら

で
は
な

く
、

そ

の

「愛
教

」

が

「愛

国
」

と
結

び

付

き
、

彼
ら

の
根
底

に
あ
る
平

和

を
求

め
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る
と

い
う

理
念

か
ら
、

も

た
ら
さ

れ
た

も

の

で
あ

る
。

そ
れ

は
、

一
九
五

二
年

に
公
表

さ

れ
た

「中

国
伊
斯
蘭

教
各

族

人

民
擁

護

平

和

」
(中

国
イ

ス
ラ
ー

ム
各

民
族

の
人

民
が
平

和

を
擁
護

す

る
)
と

い

っ
た
声

明

の
よ
う

に
、
「我

々

は
我

が

偉

大

な
祖

国
を
愛

し
、
我

々

は
我

が
革

命

の
成

果

を
大

切

に
す

る
。

我

々

の
偉

大

な
利

益

は
平

和

に
脅

威

を
与

え
な

い

環

境

の

中

に
我

が

祖

国

を

建

設

し
、

我

々

の
生

活
水

準

を
高

め
る

こ
と

で
あ

る
。

こ

の
た

め
、
我

々

が
全

力

で

ア
ジ

ア

の
安

全

と
平

和

を
守

ら
な
け

れ
ば

な

ら
な

い
。
『
ク

ル

ア
ー

ン
』
に
謂

わ
れ

た

"
こ
れ
汝

ら
、
信

徒

の
者
、
み

ん
な
揃

っ

て
平

安

に
入

れ

よ

"

(
二

　
二
〇

八
)
」

と

い
う
誓

い
で
あ

る

(
『
一
九

四
九

ー

一

九

九

九

新

中

国
宗
教

工
作

大
事

概
覧

』

一
九

五

二
年
部

、

七

一
頁

に
よ
る
)
。

平
和
を
追
い
求
め
る
中
国
回
族
ム
ス
リ
ム

回
族

ム

ス
リ

ム

の
解
釈

で
は
、
「愛

国

愛
教

」
と

い
う

の
は

「平

和

を
求

め
る
」

と

い
う
イ

ス

ラ
ー

ム
が
唱
え

る
根
本

的

な

理
念

に
由
来

す

る
。
そ
し

て
、
「平

和

を

求

め

る
」

と

い
う
理
念

の
根

源

は
早

期

マ
ホ

メ

ッ
ト

を
中
心

と

し
た

ム

ス
リ

ム
と

メ

ッ
カ
人

の
戦
争

か

ら
生

み
出

さ

れ

た

も

の
と
さ

れ

て

い
る
。

そ

れ
は
下

記

の
主

張

に
集
約

さ

れ

て

い
る

(馬
堅

著

「美

帝
国

主
義

是
伊

斯
蘭
教

的
死

敵
」

(
ア
メ

リ

カ
帝

国

主

義

は

イ

ス
ラ

ー

ム

の
敵

で
あ

る
)
『
人

民
日
報

』

一
九

五
〇

年

=

月

二
六

日

に
よ

る
)
。

ま
ず

、

イ

ス
ラ
ー

ム
に
許

さ
れ

る
戦

争

は
自

衛

的
、
抵
抗

的
な

も

の
で
あ
り

、

許

さ
れ

な

い
も

の
は
侵
略

的

や
攻
撃
的

な
も

の
で
あ

る
。
「汝

ら

に
戦

い
を
挑

む

者

が
あ

れ
ば
、

ア

ッ
ラ
ー

の
道

に
お

い

て

(
「聖

戦
」
す

な
わ
ち
宗

教

の
た

め

の

戦

い
の
道

に
お

い
て
)
堂

々
と

こ
れ
を

迎

え
撃

つ
が
よ

い
。

だ
が
、

こ
ち

ら
か

ら

不

義

を

し

掛

け

て

は
な

ら

ぬ

ぞ
。

ア

ッ
ラ
ー

は
不
義

な

す
者
ど

も

を
お
好

き

に
な

ら
ぬ

」

(『
ク

ル
ー

ア

ン
』

二

"

1
九
O

)
°

そ

し

て
、
抵
抗

に

つ
い
て

は
、
「騒
擾

が
す

っ
か

り

な
く

な
る
時

ま

で
、
宗
教

が
全

く

ア

ッ
ラ
ー

の

(宗
教

)

た
だ

一

条

に
な

る
時

ま

で
、
彼

ら

を
相
手

に
戦

い
ぬ

け
。

し
か

し
も

し
向

こ
う

が
止

め

た

な

ら
、
(汝

ら

も
)
害

意

を
棄

て
ね
ば

な

ら

ぬ
ぞ

、
悪

心
抜

き

が
た
き
者

ど

も

だ
け

は
別

と

し

て
」

(
『
ク

ル
ー

ア

ン
』

二

"
一
九

三
)
。

「不

当

な
目

に
遭

わ

さ
れ
た
者

が

、
相

手

に
敢

然

と
挑

み
か
か

る

こ
と
は
許

し

が

出

て

く

る

。

そ

う

い
う

人

た

ち

は

ア

ッ
ラ

ー
が
助

け

て
立

派

に
勝

た

せ

て

下

さ
ろ

う
。

す

な
わ
ち

、

な
ん

の
罪
と

が

も
な

い
の
に
、

た

だ

"
我

ら

の
主

は

ア

ッ
ラ
ー

だ
"

と
言

う
だ

け

の
理
由

で

住
居

か

ら
遂

い
出

さ

れ
た

よ
う

な
人

た

ち

の

こ
と

」

(
『
ク

ル
ー

ア

ン
』

二

二

"

三
九

-
四
〇

)
。

抵

抗

が

必
要

な

の
は
、

抵
抗

が
な

け

れ
ば
平

和

を

も
た

ら
せ

な

い
。

こ
れ

に

つ
い
て
、
「も

し
、
ア

ッ
ラ
ー

が
人
間

ど

も
を

お
互

い
に
牽
制

し
合

う

よ
う

に
し

む
け
給

わ
な

か

っ
た

ら
、

こ

の
地
上

は

腐

敗

し
切

っ

て

し

ま

っ
た

こ
と

だ

ろ

う
」

(
『
ク

ル
ー

ア

ン
』

二

"二

一
五

)
。
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「
し
か
し
向

う

が
止

め
た

な
ら
、

(汝

ら

も
手

を
引

け

)
。
ま

こ
と

ア

ッ
ラ
ー

は
広

大

な

で
情

深

く

お

わ

し

ま

す

」

(
『
ク

ル
ー

ア

ン
』

二

二

九

二
)
。

「も

し
彼

ら

の
方

で
平
和

に
傾

く

よ
う
な

ら
、

お

前

も
そ

の
方
向

に
傾

く

が
よ

い
。

そ
し

て
す

べ
て

ア

ッ
ラ

ー

に
お

任

せ
申

せ
」

(
『
ク

ル
ー

ア

ン
』
八

"
六

一
)

な
ど

な

ど

と
主
張

さ

れ

て

い
る
。

む

ろ
ん
、

ム

ス
リ
ム

で
は
な

い
世
俗

的

な
立
場

に
立

つ
筆
者

は
、
中

国

ム

ス

リ

ム
が
唱

え

る
平
和

主
義

を
深

く
理
解

す

る

に
は
、
幾
多

の
困
難

が
あ

る
。

し

か

し
、
少

な

く
と

も
、
宗
教

共

同
体

の

構
成

員

で
あ

り
な

が
ら
、
近

代
的

政
治

原

理

の
も
と

に
成
り

立

っ
た

「
国
民

国

家

」

の
構

成

員

で
も

あ

る
中

国

の
回
族

に
樹

立

さ
れ

た

「愛

国
愛
教

」

と

い
う

用
語

か

ら
、

イ

ス
ラ
ー

ム
的

な
平

和
主

義

と

い
う

こ
と
を
、
読

み
解

く

こ
と

が

で
き

る
と

い
え

る
だ
ろ
う
。

換
言

す

れ

ば

、
「愛

国
愛
教

」
と

い
う
中

国

に
忠
実

で
あ
れ

と
す

る
愛

国

心
と
、

そ

の
イ

ス

ラ
ー

ム
に
対

す

る
敬
慶

心

の
間

に
、
矛

盾

が

生
ぜ
ず

、
衝

突

が
起

こ
ら

な

い

こ

と

の
根

元

は
、
彼

ら

の
平
和

を
希

求

す

る
と

い
う

イ

ス
ラ
ー

ム
的
平

和
主

義

に

つ
な

が

っ
て
い
る
と

い
え

る
。

ま

た

、

「愛

国
愛

教

」

と

い
う
理

念

は
、
「民

族
宗
教

」
、

「全
民
信

教

」
の
よ

う

な

、
様

々

な
宗

教
信

仰

に
対

す

る

、

寛

恕

的

で
、

し

か

も

柔

軟

な

認

識

を

採

っ
て

い
る
環
境

、

つ
ま
り

、
宗
教

信

仰

の
自
由

を
唱
え

る
多

元
化
社

会

を
迎

え

つ

つ
あ

る
中
国

の
よ
う
な

環
境

で
こ

そ
実

現

で
き

る

の

で
あ

ろ
う
。

X
1
0

0

1
年

の

「九

・

一

一
事

件

」

以
来

、

テ

ロ
組

織

の
掃
討

や
中
東

民

主

化

と

い
う

口
実

に
よ

っ
て
、

ア

メ
リ
カ

の
対

イ
ラ

ク
攻

撃
、

ア
フ
ガ

ニ
ス
タ

ン

な

ど

で

の
テ

ロ
組

織

の
掃

討
、

そ

れ
に

相
次

ぐ
爆

発
事

件
な

ど

に
よ

っ
て
、

イ

ス
ラ
ー

ム
世

界
あ

る

い
は
ム

ス
リ

ム
民

族

の
イ

メ
ー

ジ
が
混

乱

さ
せ
ら

れ

て
し

ま

っ
た

よ

う
だ

。

こ
の
た

め

、

「
イ

ス

ラ

ー

ム
」

は

「テ

ロ
リ
ズ

ム
」
、

「
ム

ス

リ

ム
」

は

「
テ

ロ
リ

ス
ト
」

に
等

し

い

と

い
う

イ

メ
ー

ジ
が
、

次
第

に
固
定

観

念
化

さ
れ

る

の
で

は
な

い
か
と

い

っ
た

危
惧

を
抱

い

て

い
る
。

筆

者

は
、
文

化
人

類
学

の
視

点

か
ら
、

中

国
少
数

民

族
研
究

を
行

っ
て

い
る
。

宗

教

や
政

治

は
、
手

に
あ
ま

る
課
題

で

は

あ

る
が
、

ど

の
文

化

も
民
族

も
同

等

の
価

値

を
も

つ
と

す

る
相

対
主

義

の
立

場

に
立

っ
て
、
文
化

の
多
様

性

を
解

き

明

か
す

と

い
う
文
化

人
類

学

の
命

題

の

も
と

に
、

中

国
人

で
あ
り

、

ム

ス
リ
ム

で
も

あ

る
回
族

が
抱

え

る
理
念

や
考

え

を
通

し

て
、

ム

ス
リ
ム
民
族

に
対

す

る

固

定
観

念

を
相
対

化

す

る

こ
と

が

で
き

る
な

ら
試

み

て
み
た

い
。

注

≒
ク
ル
ー
ア
ン
』

の
引
用
文
は
井
筒
俊

彦
著
作
集

七

『
コ
ー
ラ
ン
』
(中
央
公

論
社

、

一
九
九
二
年
)

に
よ
る
も
の
で

あ
る
。

(愛
知
大
学
現
代
中
国
学
部
助
教
授
)
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